
　
進
行
す
る
少
子
高
齢
化
や
グ
ロ
ー
バ
ル

化
な
ど
、私
た
ち
は
誰
も
経
験
し
た
こ
と

の
な
い
時
代
を
歩
ん
で
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
時
代
を
生
き
て
い
く
た
め

に
は
、社
会
の
変
化
に
主
体
的
に
向
き
合

い
、多
様
な
価
値
観
の
中
か
ら
新
た
な
価

値
を
見
出
す
、「
未
来
を
生
き
抜
く
力
」が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

義
務
教
育
9
年
間
を
つ
な
ぎ
、

見
守
り
支
え
る
小
中
一
貫
教
育

　

市
で
は
、子
ど
も
た
ち
に
必
要
な「
未

来
を
生
き
抜
く
力
」を
育
成
す
る
た
め
、

義
務
教
育
を
終
え
る「
15
歳
の
子
ど
も
の

姿
」を
小
学
校
と
中
学
校
が
共
有
し
、9

年
間
の
学
び
を
円
滑
に
つ
な
ぐ
こ
と
で
、

子
ど
も
た
ち
一
人
一
人
の
資
質
・
能
力
を

育
成
す
る「
小
中
一
貫
教
育
」を
推
進
し
て

い
ま
す
。

　

今
月
号
で
は
、吉
川
地
域
の
施
設
一
体

型
小
中
一
貫
校
の
設
置
に
向
け
た
協
議
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
す
る
と
と
も
に
、全
市

的
な
小
中
一
貫
教
育
の
取
組
を
紹
介
し
ま

す
。

 吉川地域で施設一体型小中一貫校を整備
　

吉
川
地
域
で
は
、将
来
の
人
口
推

移
を
見
据
え
、よ
り
良
い
学
び
の
実

現
に
向
け
、施
設
一
体
型
小
中
一
貫

校
の
整
備
方
針
を
決
定
し
、早
け
れ

ば
令
和
11
年
度
の
開
校
を
め
ざ
す
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
住
民
や
保
護
者
、吉
川
小
・
中

学
校
の
教
職
員
が
中
心
と
な
っ
て
、

子
ど
も
た
ち
が
い
き
い
き
と
学
び
を

深
め
て
い
く「
子
ど
も
主
体
」の
学
校

を
め
ざ
し
、令
和
5
年
10
月
か
ら
協

議
を
重
ね
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、

·
め
ざ
す
児
童
生
徒
像

·
大
切
に
し
た
い
教
育
内
容

·
施
設
設
備
の
在
り
方

·
検
討
す
べ
き
学
校
用
地　
な
ど

に
つ
い
て
協
議
し
、ま
と
め
ら
れ
た

意
見
を
参
考
に
し
な
が
ら
、学
校
づ

く
り
の
方
針
を
示
す「
基
本
構
想
」を

今
後
、市
教
育
委
員
会
で
作
成
し
て

い
き
ま
す
。

　委員の皆さんとは、これまでの協議や先進校視察
をとおして、小中一貫教育の良さをはじめ、特色あ
る学びや教育効果を高める施設設備の在り方につい
て、理解を深めてきました。話し合いを進めてきた
「めざす児童生徒像」の育成に向け、地域に根差した
教育活動を実現する学校を創っていくとともに、子
どもたちが地域の良さを実感し、ふるさと吉川に誇
りを持って、楽しく元気に通学できる学校を創って
いきたいと考えています。

子どもが主役の学校、
選ばれる学校をめざす

会長　岩﨑 正勝 さん会長　岩﨑 正勝 さん

吉川地域における施設一体型吉川地域における施設一体型
小中一貫校設置に係る地域協議会小中一貫校設置に係る地域協議会

▲ホームページ
　はこちら

　三木市の考える未来を生き抜く力（主体性・
協働性・創造力）をつけるために、9年間の学び
をしっかりと積み重ねていきます。

主体性
自ら判断し、
課題を見つけ、
解決をめざす

力

協働性
多様な他者を
尊重し、ともに
生きていく

力

創造力
学びを活用し、
新たな価値を生
み出していく

力

■ 将来を見通した学びを積み重ねる

小中一貫教育の特徴

　多感な思春期を迎え、いろいろな悩みを抱
えている子どもには、
小・中学校の教職員の
連携によって「安心」し
て学校生活が送れるよ
うサポートします。

■ 心のサポート

　小学校から中学校に入学した段階で、学習や
生活の変化に戸惑い、学習意欲の低下などが
見られることのある、いわゆる「中1ギャップ」。
小中一貫教育では、小・中学校の枠にとらわれ
ずに義務教育9年間をとおして、子どもを見守
り育てていくことで、中1ギャップを解消・軽減
し、より良い学びにつなげる効果が期待できま
す。

■ 中1ギャップの解消

9 年
8年

7年
6年

5年
4年

3年
2年

1年
義務教育 9年間

9年間
の学び

をつな
ぐ

市
内
学
校
に
お
け
る
小
中

一
貫
教
育
の
推
進
状
況

　
実
践
推
進
校（
別
所
小
・
中
学
校
、吉
川

小・中
学
校
）の
具
体
的
な
実
践
事
例
を
踏

ま
え
、市
内
全
校
に
お
い
て
、児
童
生
徒

が
安
心
し
て
9
年
間
の
学
び
に
向
か
え
る

よ
う
に
、児
童
生
徒
は
異
学
年
交
流
な
ど

に
、教
職
員
は
小
・
中
学
校
の
枠
を
越
え
、

交
流
を
深
め
な
が
ら
研
修
会
や
授
業
研
究

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

■  
将
来
的
な
学
校
再
編
は
人
口

推
移
な
ど
を
参
考
に
検
討

　
広
報
み
き
2
0
1
9
年
2
月
号
に
お

い
て
、三
木
市
全
体
の
将
来
的
な
学
校

の
在
り
方
と
し
て
、5
校
の
小
中
一
貫

校
へ
再
編
す
る
イ
メ
ー
ジ
を
示
し
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、急
激
な
社
会
変
化

が
予
想
さ
れ
る
中
、変
化
に
柔
軟
に
対

応
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
た
め
、現
時

点
で
は
、設
置
す
る
学
校
数
を
定
め
て

お
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も
の
人
口
推
移
な

ど
を
注
視
し
、ま
ず
は
、吉
川
地
域
に

施
設
一
体
型
小
中
一
貫
校
を
設
置
し
、

小
中
一
貫
教
育
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

 【児童生徒】異学年交流（吉川中学校区）

【教職員】小・中学校合同研修会（三木東中学校区）

【教職員】小・中学校相互授業参観（緑が丘中学校区）

　異なる年齢の児童生徒が
交流を進めています。多様
性にふれる機会が生まれる
ほか、協働性やリーダーシッ
プの育成につながっていま
す。

　各教科において、つなが
りのある9年間の学びを積
み上げるため、つまずきや
すいポイントを共有し、学
習内容の系統性などについ
て研修しています。

　児童生徒の様子を見なが
ら、より効果的な指導方法を
見出します。9年間を見通
して、小・中学校それぞれの
発達段階に応じた指導の工
夫などを磨き合っています。

別所中学校における別所中学校における
異学年交流の様子異学年交流の様子

歩みを進める小中一貫教育
問 (市)小中一貫教育推進室
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